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・部門別（旧）売上高比較（〃）

・部門別（新）売上高（〃）
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Ⅱ．経営施策の進捗
・成長への戦略・スケジュール
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・業務・資本提携

本資料に基づく記述･計数のうち、公表数字以外は参考数値となっており、皆様のご参考の為にお出しております。

また、予測・見通しについては、現時点で入手可能な情報あるいは予想に基づくもので、今後の経営環境の変化により変動する可能性

があります。

目次
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Ⅰ．２００７年３月期
 

第１四半期業績
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第１四半期業績概況（４-６月）

2005年
4 – 6月

2006年
4 -

 

6月 増減額 増減率(%)

売上高 15,797 28,398 12,601 79.8%

営業利益 528 △73 △602 - %

経常利益 570 3 △566 △99.3%

当期純利益 318 △41 △359 - %

（単位：百万円）【連結】

【公表数値】
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第１四半期業績概況（４-６月）

2005年

 

4 – 6月 2006年
4 – 6月
②

増減額
②-①

増減率

 (%)ＳＣＳ ＳＳＥ

 

※ 合計①

売上高 15,797 9,530 25,327 28,398 3,070 12.1%

営業利益 528 △839 △310 △73 237 - %

経常利益 570 △816 △246 3 250 - %

当期純利益 318 △489 △171 △41 130 - %

（単位：百万円）【連結】

【参考数値】

※旧住商エレクトロニクス㈱の公表数値
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前年同期比差異分析（４-６月）

増益要因


 

産業別ソリューションビジネス堅調

・ネットワーク・セキュリティビジネス関連増

・金融業界向け

 
ソフト開発ビジネス受注増

・製造業界向け

 
ソリューション関連増


 

不採算案件の減少

減益要因


 

ProActive関連：完成度追求による費用増
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部門別（旧）売上高比較（４
 

– ６月）

(単位：百万円)【連結】

［売上高］

2005年

 

4 – 6月 2006年
4 -

 

6月
(構成比)
②

増減額

②-①
増減率SCS

(構成比)

内部管理数値※

(構成比)

 

①

ソフトウェア開発
8,352
(52.9%)

8,665
(34.2%)

9,241
(32.5%)

576 6.6%

情報処理
4,333
(27.4%)

7,602
(30.0%)

7,890
(27.8%)

288 3.8%

システム販売
3,111
(19.7%)

9,059
(35.8%)

11,266
(39.7%)

2,207 24.4%

合計
15,797
(100.0%)

25,327
(100.0%)

28,398
(100.0%)

3,070 12.1%

〔受注残高〕
ソフトウェア開発

9,447 9,928 11,147 1,218 12.3%

※内部管理数値をもって、旧ＳＳＥ㈱の数値を合算

【参考数値】
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部門別（新）売上高（４
 

– ６月）

業務系

ソリューション

基幹系

ソリューション

プラットフォーム

ソリューション

合計

（構成比）

ソフトウェア開発
7,057 1,726 457 9,241

(32.5%)

情報処理 3,871 268 3,750
7,890
(27.8%)

システム販売 2,978 1,671 6,617
11,266
(39.7%)

合計

（構成比）

13,906
(49.0%)

3,666
(12.9%)

10,825
(38.1%)

28,398
(100.0%)

【連結】 (単位：百万円)
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業種別売上高比較（ ４ – ６月）

(単位：百万円)【連結】
2005年

 

4 – 6月 2006年
4 – 6月
②

増減

②-①SCS 内部管理数値※ ①

金額
構成比

 
(%)

金額
構成比

 
(%)

金額
構成比

 
(%)

金額
増減率

 
(%)

製造 3,258 20.6 6,301 24.9 6,678 23.5 377 6.0

流通 5,047 32.0 6,194 24.5 6,053 21.3 △141 △2.3

金融 2,640 16.7 3,087 12.2 3,230 11.4 143 4.7

銀行・リース 1,348 8.5 1,730 6.8 1,509 5.3 △221 △12.8

証券 657 4.2 712 2.8 1,029 3.6 317 44.7

生保・損保 634 4.0 644 2.5 691 2.4 46 7.3

通信・運輸 2,736 17.3 3,967 15.7 6,698 23.6 2,731 68.8

電力・ガス 328 2.1 521 2.1 280 1.0 △240 △46.1

サービス・他 1,785 11.3 5,255 20.8 5,456 19.2 200 3.8

合計 15,797 100.0 25,327 100.0 28,398 100.0 3,070 12.1

【参考数値】

※内部管理数値をもって、旧ＳＳＥ㈱の数値を合算
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中間期予想
 

及び
 

通期予想

2006年

 

9月
中間期予想

2007年

 

3月
通期予想

売上高 62,000 140,000

営業利益 300 7,000

経常利益 400 7,100

当期純利益 200 3,600

（単位：百万円）【連結】

期初予想からの変更なし



11

Ⅱ．経営施策の進捗
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成長への戦略・スケジュール

能力開発能力開発

技術基盤強化技術基盤強化

パートナー戦略パートナー戦略

事業フォーカス事業フォーカス

経営資源の再配分経営資源の再配分

グローバル戦略グローバル戦略

2006年度 2007年度以降

下期上期

経営ｲﾝﾌﾗの整備経営ｲﾝﾌﾗの整備

SC海外各拠点・マルチナショナル企業への取り組み強化

生産技術グループの拡充

予算・業績管理制度の刷新

人材力強化の推進

運用強化・浸透

ターゲットビジネスの拡充
ﾀｰｹﾞｯﾄﾋﾞｼﾞﾈｽの選定

組織再編

PMOによるプロジェクト高品質化推進

パートナー一元管理体制確立に

 

よる効率化・専任組織の設置

オフショア開発の再整備

2005年度

原価管理体制の強化

業
界
の
ト
ッ
プ
５
〜

 位

I
T

１０

新予算・業績管理制度の執行

現場力強化

次期基幹システムの構築

ﾈｯﾄﾜｰｸｲﾝﾌﾗの構築

ﾀｰｹﾞｯﾄﾋﾞｼﾞﾈｽの
ﾌｧｲﾝﾁｭｰﾆﾝｸﾞ

研修体系の刷新

新人事制度導入

PMOの導入・

 
設置

プロジェクト高

 

品質化のため

 

の組織設計

資本提携・業務提携の推進

見積リスクチェック制度・
プロジェクトチェック制度の充実

新人事制度の
設計・開発
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
 

パッケージソフトウェアとしての完成度追求

・一部モジュールの操作性（ＧＵＩ）の改善

・カスタマイゼーションにかかる生産性向上


 

ＰｒｏＡｃｔｉｖｅ
 

Ｅ２
 

の本格的立ち上がりは

下半期以降

ＰｒｏＡｃｔｉｖｅ
 

Ｅ２
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
 

前年度

・サイボウズ㈱：2005年9月に15%を取得
グループウェア市場で強固な事業基盤

取締役を派遣

・㈱クエスト
 
：2005年12月に5%を取得

ソフトウェア開発及びシステム運用管理等に強み

・㈱イーウェーヴ：2006年1月に10%を取得
高度なＪａｖａ開発技術・ＥＲＰ導入に強み


 

今年度
・エンプレックス㈱：2006年6月に16%を取得
ＣＲＭ市場で強固な事業基盤

業務・資本提携
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